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1ドラゴンⅠ解答解説-



2ドラゴンⅠ解答解説-

１ 〈解答〉( ) ( ) ( ) ( ) 【配点：各 点× 】1 20 2 1 3 4 246420 5 4

〈 〉解説

２ 〈解答〉( ) 人 ( ) 個 【配点：各 点× 】1 17 2 236 4 2

〈解説〉( ) 配るお菓子の数を 個ずつから 個ずつに変えると， 人につき 個1 16 14 1 2

ずつ配るお菓子の数が減る。このとき，足りないお菓子の数は

＝ (個)少なくなる。36-2 34

よって，子どもの人数は

÷ ＝ (人)34 2 17

( ) ( )より，お菓子の個数は2 1

× ＝ (個)16 17-36 236

または， × ＝ (個)14 17-2 236

３ 〈解答〉( ) ( ) 枚 【配点：各 点× 】1 120cm 2 40 4 2

〈解説〉( ) できるだけ小さい正方形を作るから と の最小公倍数を求めれ1 24cm 15cm

ばよい。

よって，正方形の 辺の長さは， ( )。1 120 cm

( ) 辺が の正方形を作るとき，縦と横それぞれに必要なタイルの枚2 1 120cm

数は

÷ ＝ (枚)120 24 5

÷ ＝ (枚)120 15 8

よって，必要なタイルの枚数は， × ＝ (枚)5 8 40
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3ドラゴンⅠ解答解説-

４ 〈解答〉 【配点： 点】22g 8

〈解説〉 ％の食塩水 に食塩を 加えたときの食塩の量は，4 300g 2g

× ＋ ＝ ( )300 0.04 2 14 g

である。 ％の食塩水に溶けている食塩の量は変わらないから， ％の食塩水5 5

の重さは，

÷ ＝ ( )14 0.05 280 g

である。よって蒸発させた水の重さを求めるには蒸発させる前の から302g

％の食塩水の重さを引けばよい。5

＝ ( )302-280 22 g

５ 〈解答〉( ) 円 ( ) 円 【配点：各 点× 】1 1440 2 1280 4 2

〈解説〉( ) Ｌあたりの価格は1 1

÷ ＝ (円)20800 260 80
缶は， Ｌ入りなので1 18
× ＝ (円)80 18 1440

( ) 月の価格は2 1
÷ ＝ (円)1440 0.9 1600

昨年の価格は

÷ ＝ (円)1600 1.25 1280

６ 〈解答〉 日 【配点： 点】63 8

〈解説〉 の仕事量を とすると， 人で 日にする仕事量はC 1 3 1

5+3+1=9

となる。 が 日 が 日 が 日仕事を休むと，A 4 , B 2 , C 1

5 4=20 3 2=6 1 1=1× ， × ， ×

20+6+1=27

の仕事が残る。

よって， 人で の仕事をするのにかかる日数は3 27

27 9=3÷

であるから，この仕事を仕上げるのに必要な日数は

(日)60+3=63

７ 〈解答〉( ) ％ ( ) 【配点：各 点× 】1 40.5 2 6 4 2

〈解説〉( ) 点以上である生徒は1 7

＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＝ (人)2 2 5 1 1 4 15

よって，

÷ × ＝ … 小数第 位を四捨五入して (％)15 37 100 40.54 2 40.5

( ) 得点の合計は， 点： 人， 点：( ＋㋐)人， 点( ＋㋑)人，2 1 3 2 7 3 6

点： 人， 点： 人より， ＋ ＋ ×㋐＋ ＋ ×㋑＋ ＋ と4 7 5 6 3 14 2 18 3 28 30

なる。 ゲームの平均点が 点なので， × と等しくなればよいからA 3 3 37

×㋐＋ ×㋑が となればよい。2 3 18

また，生徒は全員で 人なので，㋐＋㋑は 人だから，㋐は 人。37 8 6



4ドラゴンⅠ解答解説-

８ 〈解答〉時速 【配点： 点】64km 8

〈 〉 。 ，解説 急行列車と普通列車が反対方向に走行している つの列車の長さの合計を2

すれ違い始めてから終わるまでの時間 秒で割ると， つの列車の速さの合5 2

計が求められる。

秒速を求めると

110 90 5 40( ＋ )÷ ＝

時速に直すと

40 60 60 1000 144× × ÷ ＝

よって，普通列車の時速は， ＝ ( 時)144-80 64 km/

９ 〈解答〉 円 【配点： 点】7200 8

〈解説〉弟は初めに持っていたお金の に余った 円を加えると，初めに持ってい200

たお金の になったので， 円は初めに持っていたお金の で200

ある。よって，弟が初めに持っていたお金は

(円)となる。

よって，弟がプラモデルを買うために出したお金は

(円)となる。

兄がプラモデルを買うために出したお金は

(円)4000-1600=2400

したがって兄の初めに持っていたお金は

(円)

〈解答〉 【配点： 点】10 3cm 8

〈解説〉右の図のように，円の中心から正六角形の10

頂点に補助線を 本引き，ひし形を作る。2

求める円の半径はこのひし形の短い方の対

角線の半分の長さである。短い方の対角線

の長さは外側の円の半径に等しいから，内

側の円の半径は

÷ ＝ ( )6 2 3 cm

3

5

13

20

13

20
-
3

5
=
20

1

200÷
20

1
=4000

4000×
2

5
=1600

2400÷
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5ドラゴンⅠ解答解説-

〈解答〉( ) ㋑， ( ) ②④⑥⑧， 【配点：各 点× 】11 1 4cm 2 8cm 4 22 2

〈解説〉( ) 実際にもとの立方体の表面積を比べると，11 1

①番を取り除いた場合， 面減って 面現れるので，表面積は変わらな3 3

い。

⑤番を取り除いた場合， 面減って 面現れるので， 大きくなる。1 5 4cm2

⑧番を取り除いた場合， 面減って 面現れるので， 大きくなる。2 4 2cm2

よって，⑤番の㋑。

表面積は 大きくなる。4cm2

( ) 実際に調べてみると，②④⑥⑧を取り除いたときが一番大きくなり，2

もとの立方体の表面積より 大きくなる。8cm2



6ドラゴンⅠ解答解説-

問
10

〈
解
答
〉

エ

［
４
点
］

〈
解
説
〉

本
文
全
体
を
通
し
て
「
僕
」
が
考
え
て
い
る
こ
と
と
選
択
肢
を
照
ら

し
合
わ
せ
て
、
本
文
に
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
エ

の
「
駅
伝
の
１
区
に
ふ
さ
わ
し
い
の
は

「
桝
井
で
あ
る
と
い
う
こ
と
」

」

は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。

三
①

オ

②

ア

③

イ

④

カ

⑤

エ

［
２
点×

５
］

四
①

貿
易

②

散
策

③

賃
貸

④

率

⑤

効

⑥

こ
う
ぶ
つ

⑦

ぜ
ん
じ
ん

⑧

へ
い
こ
う

⑨

か
ち
ゅ
う

⑩

も
ん
が
い
か
ん

［
１
点×

］
10



7ドラゴンⅠ解答解説-

問
４

〈

〉

［

］

解
答

Ａ

エ

Ｂ

イ

Ｃ

ア

２
点×

３

〈
解
説
〉

の
前
後
を
よ
く
読
み
、
文
脈
に
合
う
こ
と
ば
を
選
び
ま
し
ょ

う
。

問
５

〈
解
答
〉

ア

［
３
点
］

〈
解
説
〉

線
③
の
前
の
段
落
か
ら
え
が
か
れ
て
い
る
大
田
の
走
り
方
に
注

目
し
ま
し
ょ
う
。
大
田
の
走
り
方
は
「
無
茶
な
走
り
」
と
言
わ
れ
て
い

る
の
で
、
そ
の
反
対
の
状
態
が
「
上
手
な
走
り
方
」
で
あ
る
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
６

〈
解
答
〉

ア

［
３
点
］

〈
解
説
〉

線
④
の
直
前
の
段
落
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
に
注
目
し
ま
し
ょ

。

、

「

、

」

う

ま
た

線
④
の
後
に

な
ん
だ
か

全
然
記
録
出
せ
な
く
て

と
も
言
っ
て
い
ま
す
。

問
７

〈
解
答
〉

設
楽
の
、
三
年
に
な
っ
て
記
録
が
出
な
く
な
っ
た
原
因
。

字

［
４
点
］

22

〈
解
説
〉

指
示
語
の
問
題
で
す
。

線
⑤
の
前
に
あ
る
上
原
先
生
の
こ
と
ば

の
内
容
を
、
制
限
字
数
で
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

問
８

〈
解
答
〉

上
原
先
生
に
、
記
録
が
出
な
い
原
因
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
な
く
な
っ

た
こ
と
だ
と
言
わ
れ
た
の
が
予
想
外
だ
っ
た
か
ら
。

字

［
５
点
］

46

〈
解
説
〉

線
⑥
の
前
に
あ
る
上
原
先
生
の
こ
と
ば
を
受
け
て
「
む
き
に
な

っ
」
て
い
る
の
で
、
ま
ず
そ
の
内
容
を
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、

「

」

、

そ
の
内
容
に
対
し
て

僕

は
ど
の
よ
う
に
思
っ
た
の
か
を
添
え
る
と

よ
り
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た

「
な
ぜ
で
す
か
」
と
問
わ
れ
て
い
ま
す

、

か
ら

「
～
か
ら

」
の
よ
う
に
理
由
を
述
べ
る
形
で
答
え
ま
し
ょ
う
。

、

。

問
９

〈
解
答
〉

ウ

［
３
点
］

〈

〉

「

」

、

解
説

の
直
前
に

誰
か
に
責
め
ら
れ
て
い
な
い
と

と
あ
る
の
で

そ
れ
に
対
応
す
る
こ
と
ば
を
選
び
ま
し
ょ
う
。



8ドラゴンⅠ解答解説-

問
７

〈
解
答
〉

あ
ら
ゆ
る
仕
事
が
サ
ー
ビ
ス
業
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
。字

［
３
点
］

21

〈
解
説
〉

線
⑥
を
ふ
く
ん
だ
一
文
に
「
こ
れ
は
～
思
い
ま
す

」
と
あ
り

━

。

ま
す
か
ら
、
そ
の
前
の
内
容
を
制
限
字
数
で
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

問
８

〈
解
答
〉

サ
ー
ビ
ス
業
の
正
当
な
評
価
が
難
し
い
と
い
う
問
題
。

( )1

字

［
３
点
］

21

サ
ー
ビ
ス
は
形
の
な
い
も
の
だ
か
ら
。

字

［
３
点
］

( )2

15

〈
解
説
〉

サ
ー
ビ
ス
業
は
形
の
な
い
も
の
な
の
で
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
が
良
い
の

か
悪
い
の
か
が
判
定
し
に
く
い
の
で
す
。

問
９

〈
解
答
〉

は
じ
め

人
間
と
し
て

( )1

終
わ
り

る
チ
ャ
ン
ス

［
完
答
３
点
］

Ａ

偶
発
性

Ｂ

無
限

［
２
点×
２
］

( )2

〈
解
説
〉

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
中
心
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
業
に
つ
い

て
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
同
じ
段
落
の
中
に
言
い
換
え
と
し
て
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
10

〈
解
答
〉

ア

［
４
点
］

〈
解
説
〉

全
体
の
ま
と
め
の
問
題
で
す
。
全
体
内
容
を
ふ
ま
え
た
上
で
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

二問
１

〈
解
答
〉

ａ

エ

ｂ

ウ

ｃ

イ

［
２
点×

３
］

問
２

〈
解
答
〉

イ

［
３
点
］

〈
解
説
〉

線
①
の
前
の
段
落
に

「
百
歩
譲
っ
て
僕
の
１
区
は
し
か
た
が

、

な
い
に
し
て
も
、
そ
の
先
に
待
つ
の
が
大
田
だ
な
ん
て
恐
怖
だ
」
と
あ

り
ま
す
。

問
３

〈
解
答
〉

エ

［
３
点
］

〈
解
説
〉

線
②
よ
り
、
桝
井
は
い
つ
も
な
ら
三
位
以
内
に
入
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
、
今
回
は
い
つ
も
通
り
で
は

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に

「
僕
」
の
心
が
動
い
て
い
る
こ
と
に
注
目

、

し
ま
し
ょ
う
。



9ドラゴンⅠ解答解説-

一問
１

〈
解
答
〉

ウ

［
３
点
］

解
説

線
①
の
直
後
の
具
体
例
と

線
①
の
四
段
落
う
し
ろ
に

現

〈

〉

、

「

━

━

代
の
わ
れ
わ
れ
も
、
や
は
り
『
働
い
て
こ
そ
一
人
前
で
あ
る
』
と
言
い

ま
す
」
と
あ
り
ま
す
。

問
２

〈
解
答
〉

働
い
て
い
る
と
き
に
、
人
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た

こ
と
。

( )1

エ

［
２
点×

２
］

( )2

〈
解
説
〉

線
②
の
直
後
の
段
落
内
容
か
ら
考
え
ま
し
ょ
う
。

━

問
３

〈
解
答
〉

イ

［
３
点
］

〈
解
説
〉

線
③
の
二
段
落
う
し
ろ
に
「
人
が
い
ち
ば
ん
つ
ら
い
の
は
『
自

━
分
は
見
捨
て
ら
れ
て
い
る

『
誰
か
ら
も
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
』
と
い

』

う
思
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
あ
り
ま
す
。

問
４

〈
解
答
〉

ア

［
３
点
］

〈
解
説
〉

「
そ
う
い
う
」
は
、
前
の
段
落
の
内
容
を
指
し
ま
す
。

問
５

〈
解
答
〉

エ

［
４
点
］

〈
解
説
〉

二
ペ
ー
ジ
上
段
の
最
終
段
落
に
「
私
は
『
人
は
な
ぜ
働
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
』
と
い
う
問
い
の
答
え
は

『
他
者
か
ら
の
ア
テ
ン
シ

、

ョ
ン
』
そ
し
て
『
他
者
へ
の
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
』
だ
と
言
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
を
抜
き
に
し
て
、
働
く
こ
と
の
意
味
は
あ
り
え
な
い
と
思

い
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
前
の
段
落
で
「
ア
テ
ン
シ
ョ

ン
（
ね
ぎ
ら
い
の
ま
な
ざ
し
を
向
け
る
こ
と

」
と
あ
り
ま
す
。

）

問
６

〈
解
答
〉

人
間
関
係
を
メ
イ
ン
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ワ
ー
ク
ス

字

［
３
点
］

25

〈
解
説
〉

線
⑥
を
ふ
く
ん
だ
段
落
で
、
サ
ー
ビ
ス
業
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ

━
て
い
ま
す
。



10ドラゴンⅠ解答解説-



11ドラゴンⅠ解答解説-

平

成

二

十

九

年

十

一

月

五

日

実

施

龍

谷

大

学

付

属
平

安

中

学

校

ド

ラ

ゴ

ン

テ

ス

ト

解

答

解

説

Ⅰ
タ
イ
プ

国

語


